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〈はじめに〉

朝倉敏夫

 国立民族学博物館の研究活動は三つある。一つは、研究部教官が各自で行う各個研

究、二つは、大学共同研究機関として専門を異にする複数の研究者が共通の課題のも

とに行う共同研究、そして三つが、本館が博物館活動を含む民族学研究の国内および

国際的なセンターの一つとして今日的な民族学の課題に積極的に取り組むため、そし

て本館研究部全体が参画しうる研究が必要であるという認識から、館内において議論

がなされ立ちあげられた機関研究である。

 この機関研究の一環として、1999年度（平成11年）から3つの重点研究プロジェク

トを柱とした新たな研究体制が発足した。3つの重点研究プログラムの課題は、「人

類学的歴史像の構築」、 「トランス・ボーダー・コンフリクトの研究」、そして「文

化表象の博物館人類学的研究」で、それぞれの研究期間は5年間である。

 さて、今回の国際シンポジウム「日本における韓国文化の表象」は、この重点研究

プロジェクトの内、 「文化表象の博物館人類学的研究」の一環として行われた。すな

わち「文化表象の博物館人類学的研究」では、 「現在、民博では、博物館における文

化の表象に関して数々の基礎的研究や技術的研究が行われ、それぞれに注目すべき成

果をあげているが、それらは各々別個に進められ、館内外の研究者はその内容が充分

に把握できない状況にある」という現状把握のもと、 「本プロジェクトでは、これら

現行の研究を統合的かつ有機的に運営し、博物館における文化表象のあり方を批判的

に検討するとともに、既成の観念に縛られた表象の様式を洗い出し、グローバル化が

進む現代的状況のなかでの民族学博物館、さらにはより広くミュージアムという装置

の可能性を探る」ということを目的とした。

 と同時に、このシンポジウムは、2000年3月15日に、本館東アジア展示場にある

「朝鮮半島の文化」展示の模様替えが実施されたのを受けて、シンポジウム参加者に

新しい展示に対する検討・評価を行ってもらおうという試みでもあった。

 ことに本館での韓国文化の表象について韓国の方々がどのようにお考えになるか、

その意見をうかがうため、韓国から博物館関係者など8名を招いた。その構成は、専

門分野、年代、性別を考慮し人選を行った。発表者順に名前をあげると、門門秀教授
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司司豊

朝倉敏夫

 周回剋尋叫叫暑吾釧望子暑暑舎禰7図柄叶昔牛込叫．野寺セ，q子

早辿書フト4ス｝墾見直望子，暑胡ゼ石｛｝音豊司糾ゼ司司噌到望〒一スレト

恥｝号暑r旦〒・7控｝皇呈重｝刎室｝司司セ暑暑望〒・，ユ司エ梗刈セ・，｛些｝・1

望否司・斗刈司1司号司皇呈石弓司一エ，耳。レレ喜｝r旦〒・早石刈7ト室｝明糾ゼ

q〒・7ト望豆司一亡R三陸剤司・司1著唱司・寿司銀t斗．

 01己樟｝7幌｝望〒・91望屠立下刈1999唱早島補フトス1号好望干王呈刈三

暑フ1斉立呈司・芒川陰金望子刈刈フト世尋9銀叫．禰7トス1秀苓望干亜呈

再三91 叫白毫， 「『ユ昇叫司 円斗甘91 土寄」，「貼出ム・旦司・寸書爵号

干」，「呈陶冶な長寝暑モ｝q昇す囚望子」呈，4491望子フ1社書5這。｝
u｝．

 ・偲昏睡・裡王ス陪「差動空華到を号暑糾算当｝」｛｝，吾唱王呈刈旦

？｝潮 「呈糾豆杢｝到叫暑モ｝釣書叫司厨干」徳望暑立呈碧入国銀亡卜．そ

「｛｝糾豆杢｝釧叫暑モ｝皇1昇叫司望子」セ，「む礼望叫｛≧，叫号君朝｛｝糾

客語矧モ｝を冷鴇薯フ怪司望子斗フ陰函南吉書を入1司《乳4z同士着

工暗尋想斗暑暑司エ銀校柱，ユ避暑01Z：卜47刊里司皇呈叫号宅司叫封

書堺斜到q〒・スレトユ含量暑暑甚司叫叫下冷叡セな憾言銀叫」即詰

観屠。山山囚苛・⇒，「薯亜計画面モ・1己種｝む墾引子暑香草豊門セ♀71

司皇呈｛｝（ヨ糾明，叫暑モ｝｛｝糾丑杢｝潮呈告｛｝司豊司皇呈唱呈草｝斗暑入回1，

フ1想吾冒州密宿望豆桜道程暑烈明川エ，量呈里糾升萢墾9セ観月司

甘著魁到剋否司・叫暑モ｝，耳。レト刈セ三惑訟≧昇ス園をヌ回7ドま碧南

菱モ壬τキ」戯唄｛｝昇司皇足守亡卜．

 o｝斗 重｝〃書 01遇 杢1王ス1｛i｝｛｝，2000雇 3・題 15望，薯 叫・暑望｝ 暑。ト入10ト 迅入1

を司1銀セ「魁三潮呈糾」7ト石入1遇三宅授暑眉図呈，・習王ス陪州室｝7ト

スト呈早三川呈岳石入回1司を召皇斗碧7屠魁エスト苛セ入1呈・図伸葺
叫．

 号司正距暑モ｝潮雲｝号呈幡豆甘（二毛｝司一二重｝劇甚暑01（刃響川想z：囹・

セス回1省電91君暑暑エスト，妊号音暑塁吾測スト8要尺室碧司・書画．咽司法

石呈呈叶，q壱，碧曽暑エ司苛司子碧殻叫．唐豆念州叫喜01暑喜，全京秀

丑牛（刈含大學校人類學科；望昇叫到望を），鄭鍾秀斗を（韓國國立民俗博物

館剋舎望干叫；剋舎叫到唱そ｝），鄭勝誤旭想（地域文化研究所・冠刈含入1市
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（ソウル大学人類学科）には人類学の立場から、鄭鍾秀課長（国立民俗博物館民俗研

究課）には民俗学の立場から、鄭勝護先生（地域文化研究所・前ソウル市立博物館）

には歴史民俗学の立場から、孟仁在先生（韓国文化財委員）には美術文化史の立場か

ら、崔鍾浩館長（韓国民俗村民俗館）には博物館学の立場から、李仁淑館長（京畿道

博物館）には博物館学および女性の立場から、それぞれ発表をお願いした。また、司

会・討論参加者として、金時徳先生（韓国国立民俗博物館）、宋聖煕先生（大東文化

財研究所）を招いた。

 日本国内からは、司会者として崔仁宅先生（宮崎公立大学）、金柄徹先生（亜細亜

大学）、二丁愛先生（宮崎公立大学）、広島修道大学に客員教授として来ている徐栄

振先生（光州日報社）の韓国人研究者4名と、釜山外国語大学にいた浮葉正親先生

（名古屋大学）、翰林大学にいた島村恭則先生（国立歴史民俗博物館）の韓国の大学

で教鞭をとった経験をもつ日本人研究者2名の計6名を招いた。これらの方々は若い

世代を中心として招き、このシンポジウムが今後の日韓研究のための相互交流の場の

きっかけとなるよう願った。

 さらに、97年度から3年間、本館で行った共同研究「『もの』を通して見た朝鮮民

俗の研究」のメンバーにも討論に参加してもらった。あいにく年度末の忙しい時期で

あったこともあり、メンバー全員の方には出席していただけなかったが、今回のシン

ポジウムには、あいうえお順に、伊藤亜人先生（東京大学）、岡田浩樹先生（甲子園

大学）、佐々木史郎先生（宇都宮大学）、重松真由美先生（国立民族学博物館）、嶋

陸奥彦先生（東北大学）、鈴木文子先生（島根大学）、秀村研二先生（明星大学）が

出席した。

 このほかオブザーバーとして、大塚和義先生（国立民族学博物館）、金絃栄院長

（大阪韓国綜合教育院）や、多くの大学院生が出席した。

 今回の討議は原則として韓国語で行ったが、二日目の討論においては、金美善さん

（大阪大学院生）と高正子さん（総合研究大学院大学院生）がボランティアで同時通

訳を行ってくれた。

 また、このシンポジウムにあたって、開会挨拶および館長招宴をしてくださった石

毛直道館長、館長招宴で特別に韓国料理を準備していただいた韓国料理研究家の葉淑

美先生、実行委員の中牧弘充教授、事務局の国際協力課の皆さんをはじめ多くの方々

のお力添えをいただいた。記して感謝する。
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立博物館；『朴剋舎叫到 『雪看），孟仁在冠想（韓國文化財委員；司金岳糾入回

曽モ｝），崔鍾浩嵜そ｝（韓國民俗村民俗館；叫暑吾叫到唱を），李仁淑吾モ｝（京畿道

博物館；叫暑嵜叫喫司想釧『雪を）01叫．王赴朴司喫豆忌看7トスト呈刈金

時徳湿想（韓國國立民俗博物館）斗宋聖煕組想（大東文化財研究所）暑茎碧蝕
u｝．

  望薯号川司刈セ朴司スト呈刈崔仁宅旭想（宮崎公立大學），金柄徹旭想（亜

細亜大學），崔善愛湿想（宮崎公立大學），廣島修道大學州担組皿冷呈斗対レS

二二二二想（光州日報杜）到二号望q子君暑4噌斗，釜山外國語大學校朔測

二二俘葉正親翌想（名古屋大學），翰林大學校叫 刈観望島村恭則旭想（日本

山立歴史民俗博物館），を号到則叫エ州刈丑屯暑看書眉噌・1銀扇望薯？ユ

望子スト2噌，脅苛司6噌暑釜碧殻叫．望薯山川司囚主回虫笹直書密芒ス引

司三号忍皇呈・1早司ゑ魚油。団柱塁ス陪・1望皇呈到鱗｝望子暑斜

を甘二三昇潮を01望・午銀フ1暑叫i…艮叫．

 空を97這早日3遇そ｝薯モ矧刈薬入腫｝暑暑望子「唾石｛｝暑胡刈高蚤

翌二二到望子」咽司暑王・偲豆喜春山碧殻叫．急病翻1・偲碧王ス陪

。1雇王豊釧叫言入レ回碧入国戴71面訴暫司冠組。1｛｝幣図昊殻ス1

魁，金皇呈伊藤亜人（東京大學），岡田浩樹（甲子園大學），佐々木史郎（宇都宮

大學），重松眞由美（出立民族學博物館），嶋陸奥彦（東北大學），鈴木文子（島根大

學），秀村研二（明星大學）到翌想宕暑。1苦司苛観叫．

 ユ二二呈唱刈司呈大塚和義逗想（國立民族學博物館），金高乱読そ｝（大阪

二三語綜合教育院），ユ司エ寄書司叫一円暑01山冠司・翌1斗．

 。1胆二二芒望高子立直を号司呈型一舐立叫，01回せ釧呈喜止金美善

冠想（大阪大學大言院生）叫高正子回想（綜合研究大學院大學院生）7トスド週暑

入ト回気入1二二｛｝里。ト子・二三卜．

 空を，01剋三王ス1苦到フ肩司q朴喫主司直暑望旨煮くユ石毛直道牲を

岩，主民望上高号望司重｝号豆司暑｛｝司さ守手く旦爵号豆司望子7レ 票淑

美二三，翌噌♀1望中牧弘充丑牛，朴早号昇刈唱弔斗到司己1甚油日1昊を

蕗喜二二到唱言朔召朴三司セ叫01亡ト．
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石毛館長の挨拶 司会：重松真由美先生

孟仁山先生から石毛館長への記念品贈呈
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展示場での解説 上の写真右端が朝倉敏夫

9




